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TEL 096-372-3800

熊本市中央区九品寺1丁目11-4
熊本県教育会館事務局

一
般
財
団
法
人

教
育
会
館
復
旧
工
事
10
月
よ
り
開
始
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教育文化事業　
会館共済からのお知らせ
個人保険団体取扱い
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「
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
回
で
９
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
県
下
各
地
か
ら
53
名
（
託

児
51
名
）
の
参
加
が
あ
り
、
県

教
委
学
校
人
事
課
及
び
公
立
学

校
共
済
組
合
か
ら
「
育
児
等
に

関
す
る
諸
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
」
及
び
「
共
済
組
合
関
係
に

つ
い
て
」
に
つ
い
て
の
詳
し
く

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
要
望
が
多
か
っ
た
「
育
児
休

業
体
験
者
の
お
話
」
を
し
て
い

た
だ
く
場
を
、
今
年
度
も
設
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

の
現
場
復
帰
に
向
け
、
多
く
の

情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
、
お
互
い
の

思
い
を
共
有
で
き
る
、
楽
し
い

歓
談
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
職
員
及
び
教
育
会
館
周
辺

の
地
域
住
民
対
象
の
「
ヨ
ー
ガ

教
室
」
は
、
５
年
目
を
迎
え
参

加
者
も
増
加
し
好
評
で
す
。

原
則

毎
月
第
１
木
曜
の

　
10
時
30
分
〜
12
時
00
分

第
３
木
曜
の

　
18
時
30
分
〜
20
時
00
分

の
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
熊
本
地
震
の
た
め
４

月
半
ば
か
ら
休
止
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
10
月
後
半
か
ら
再
開

し
ま
し
た
。

　
講
師
は
日
本
ヨ
ー
ガ
学
会
認

定
准
教
授
の
木
原
美
保
先
生
で

す
。
と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
。

　
教
育
会
館
独
自
の
相
談
窓
口

で
す
。
専
門
の
相
談
員
に
、
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
と
の
な
い
震
度
７
が
２
回
も
襲
う
と
い
う
熊
本
地
震
の
混
乱

状
況
の
中
で
思
う
よ
う
に
復
旧
に
向
け
た
と
り
く
み
が
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
再
建
委
員
会
や
大
規
模
改
修
検
討
委
員
会
を
開

催
し
、
設
計
・
監
理
は
大
和
設
計
㈱
、
施
工
は
㈱
建
吉
組
に
お

願
い
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、復
旧
工
事
が
や
っ
と
始
ま
り
ま
し
た
。

完
成
は
来
年
１
月
末
の
予
定
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
、
近
隣
の
皆
様
に
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
が
、
教
育
会
館
の
甚
大
な
被
害
状
況
を
ご
理

解
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
並
び
に

ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

熊
本
地
震
は
、
県
下
及
び
九
州
各
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
会
館
も
「
大
規
模
半
壊
」
と
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

早
急
の
工
事
を
め
ざ
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

熊本県教育会館の被災状況概要熊本県教育会館の被災状況概要

熊
本
地
震
で
教
育
会
館
は
「
大
規
模
半
壊
」
の
被
災
認
定

育
児
休
業
者
の
た
め
の
現
場
復
帰
支
援

11月９日（水）　熊本市 火の国ハイツ

お茶しながら、質問や情報交換

●閉会、お子様引き取り16:00～

●お子様預かり13:00～　開会 13:30～

育児休業体験者のお話
ティータイム

南ヶ丘小学校　東教諭

※

今
年
度
の
募
集
は
締
切
っ
て
い
ま

す
。
来
年
度
の
募
集
は
、
平
成
29

年
２
月
に
要
項
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
予
定
で
す
。

『
熊
本
県
小
中
学
校

小
倉
百
人
一
首
か
る
た
競
技
大
会
』

※

「
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
く
ま
も
と
」
の

子
ど
も
の
電
話
相
談
活
動
は
現
在

休
止
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
コ
コ
ロ
と
体
が
軽
く
な
る

会館共済からのお知らせ

教
育
相
談

育児等に関する諸制度の活用について
セミナー１

学校人事課　平井参事講師

共済組合関係について
セミナー２

福利厚生室・公立学校共済組合　柿原主幹講師

カムバックセミナー・次第

今年も
大好評

ヨ
ー
ガ
教
室

　
再
開
し
ま
し
た

ヨ
ー
ガ
教
室

　
再
開
し
ま
し
た

今
年
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

経験者の先生のお話や情報交換で、より具体的
に見通しがもてました。（アンケートより）

いろいろな制度や共済のことが分かってよかっ
た。復帰する際の参考にしたい。（アンケートより）

　みなさんの優しい気持ちから生まれた『会館共済』もおかげさまで32年を迎えました。
　例年は５月～６月に『会館共済』キャンペーンのため学校訪問をさせていただいており
ますが、地震による学校現場への影響を考慮して一旦中止し、改めて６月～７月に一部学
校に訪問させていただきました。学校の皆様には、震災後お忙しい中のご対応ありがとう
ございました。
　今回、お伺いできなかった学校の皆様、推進担当者にお会いできなかった先生方もいらっ
しゃるかと思います。ご相談、ご質問等ございましたら、教育会館までご連絡ください。
　また、『会館共済』医療プラン入院給付金のご請求にあたり、被災された方々への支援を
目的として、入院給付金の特別取扱を実施しております。詳しくは熊本県教育会館までご
連絡ください。
　『会館共済』は今後も先生方の生活保障の柱として最大限ご活用いただけるような制度に
してまいります。また次年度も、第33次キャンペーンで全学校へ訪問させていただく予定
です。ご多忙中のことと存じますが、よろしくお願いいたします。

『会館共済』第32次キャンペーンのお礼とお知らせ

個人保険の団体取扱いのお知らせ

教育会館では、小中学校の教職員の皆様を対象に

太陽生命、かんぽ生命、日本生命の
団体取扱いを行っております。

◆口座振替に比べ、保険料が割安になります。
◆教育会館で取扱う保険の「保険料控除申告用保
険料支払（年間申告額）」を一覧にして10月に
控除証明書と一緒にお届けします。

※控除証明書は一部の保険会社より直送される場合が
あります。

団体取扱いにすると…

（一部対象外となる保険もあります）

復旧工事進捗状況

５階会議室の撤去作業。内部にも足場を組んで
天井等を撤去されました。

５階会議室の撤去作業。
断熱材等のゴミが沢山出ています。

５階会議室入口の壁も
撤去されました。

西側壁に仮囲いで仮の壁ができました。

壁
の
大
き
な
ク
ラ
ッ
ク
に
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
が
注
入
さ
れ
ま
し
た
。

１階から４階まで西側の外壁撤去のために
事務室内に仮囲いをされました。

会館の屋根にブルーシートがかけられています。

足場が組み上がり、ようやく工事
が始まりました。

ロビーのタイルが浮いている箇所に
エポキシ樹脂を注入されました。

一般財団法人熊本県教育会館

親
と
子
と
教
職
員
の

教
育
相
談
室

心も体もリフレッシュ／ヨーガを楽しまれる
先生方や地域の方々

●
相
談
は
無
料
で
す

●
来
室
相
談
も
歓
迎

●
メ
ー
ルsoudansitu@

e-ktu.com

●屋根　半面取替　　

●屋根を支える西側鉄骨改修

●壁最上部（前面、後面）の撤去及び改修

●５階　天井の撤去及び補強、改修

 会議室、給湯室の全面改修

 会議室用パーテーションの全面改修

 空調機器の全面改修

●外壁西全面改修（１～５階、サッシ取替）

●外壁東、南、北面の補修（破損タイルの交換等）

●１～４階室内フロアの内装、破損部分の補修

●屋上 空調室外機の交換・修繕

 高圧変電機の固定、修繕

●消防設備（消火栓・誘導灯当）の修繕、

●会議室用の破損した机・椅子の交換

会議室1 5F 48名 椅子112・机32

会議室2 5F 20名 椅子36・机12

会議室3 5F 20名 椅子36・机12

ホール 5F 88名 椅子184・机56

　平成29年2月より会議室の貸
し出しを再開いたします。（平成
28年11月より受付を始めており
ます。）
　部屋割り・収容人員・設備は、
地震前と変わっておりません。
　ぜひ、ご利用ください。

設備（最大）室名 階 収容人員
（通常）

会議室利用再開案内 平成29年2月より

　
　

熊
本
県
教
育
会
館
３
階

希望される方は、教育会館までお問合わせ下さい。



４
．
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
５
月
18
日
に
制
度
検
討
委
員

会
を
開
催
し
、
平
成
28
年
度
の

教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て
熊
本

地
震
へ
の
対
応
を
協
議
し
ま
し

た
。

⑵
図
書
券
の
寄
贈
は
、
熊
本
地

震
の
影
響
で
中
止
し
ま
し
た
。

⑶
教
育
会
館
寄
席
は
、
熊
本
地

震
の
影
響
で
中
止
し
ま
し
た
。

⑷
熊
本
県
か
る
た
協
会
及
び
日

本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
へ
の

支
援
は
、
熊
本
地
震
の
影
響
の

た
め
、
４
月
10
日
に
か
る
た
練

習
で
会
場
を
提
供
し
た
の
み
で

す
。
２
月
か
ら
会
場
の
無
料
提

供
等
の
支
援
を
再
開
す
る
予
定

で
す
。
な
お
、
例
年
後
援
し
て

い
ま
し
た
熊
本
県
か
る
た
協
会

主
催
の
「
熊
本
県
小
中
学
校
小

倉
百
人
一
首
か
る
た
競
技
大

会
」
は
、
今
年
度
は
中
止
と
な

り
ま
す
。

⑸
教
育
会
館
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば

は
、
熊
本
地
震
の
影
響
の
た
め

４
月
途
中
か
ら
中
止
と
し
ま
し

た
。
今
後
の
再
開
は
、
現
在
検

討
中
で
す
。

⑹
そ
の
他
の
教
育
文
化
事
業
で

は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
『
こ
こ

ろ
ゆ
っ
た
り
講
座
』
は
熊
本
地

震
の
た
め
に
中
止
し
ま
し
た
。

　
育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援

『
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
』は
、

11
月
９
日
（
水
）に
火
の
国
ハ
イ

ツ
で
開
催
し
ま
し
た
。
県
教
育

委
員
会
学
校
人
事
課
の
平
井
参

事
の
ご
講
演
「
育
児
等
に
関
す

る
諸
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
」

と
教
育
政
策
課
福
利
厚
生
室
の

柿
原
主
幹
の
ご
講
演
「
共
済
組

合
関
係
に
つ
い
て
」
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。ま
た
参
加
者
の
方
々

か
ら
の
要
望
が
多
い「
育
児
休

業
経
験
者
の
お
話
」
は
、
今
年

度
も
南
ヶ
丘
小
学
校
の
東
教
諭

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

53
名
で
、
託
児
は
51
名
で
し
た
。

　
教
職
員
及
び
教
育
会
館
周
辺

の
地
域
住
民
対
象
の
「
ヨ
ー
ガ

教
室
」
は
５
年
目
を
迎
え
、
参

加
者
も
増
加
し
好
評
を
得
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
熊
本
地

震
の
影
響
で
４
月
の
午
後
の
部

か
ら
10
月
の
午
前
の
部
ま
で
中

止
し
ま
し
た
。
10
月
の
午
後
の

部
か
ら
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
相
談
事
業
は
熊

本
地
震
の
影
響
も
多
少
あ
り
ま

し
た
が
、
継
続
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
教
職
員
向
け
の
電
話

相
談
室
『
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
』
を

毎
週
火
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
よ
り
保
護
者
や
子

ど
も
、
教
職
員
向
け
の
「
親
と

子
と
教
職
員
の
教
育
相
談
室
」

へ
の
支
援
も
開
始
し
ま
し
た
。

な
お
、
子
ど
も
の
電
話
相
談
活

動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

『
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
』
は
、
現
在

は
『
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
』
事
務
局

の
都
合
に
よ
り
休
止
中
と
な
っ

て
い
ま
す
。

５
．
事
務
受
託
事
業
（
熊
本
県

教
職
員
厚
生
情
報
セ
ン

タ
ー
）
に
つ
い
て

⑴
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
で
あ
る

小
中
学
校
関
係
教
職
員
の
生
活

協
同
組
合
く
ま
も
と
、熊
本
県

教
職
員
組
合
、教
育
会
館
の
利

用
代
金
の
請
求
及
び
収
納
は
、

熊
本
地
震
の
影
響
も
ほ
と
ん
ど

な
く
順
調
に
運
用
で
き
て
い
ま
す
。

（２）　第85号平成28（2016）年12月10日（３）　第85号 平成28（2016）年12月10日

１
．
会
館
の

　
　

財
政
運
営
に
つ
い
て

⑴
熊
本
地
震
は
教
育
会
館
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

市
の
罹
災
調
査
で
は
「
大
規
模

半
壊
」
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

施
設
被
害
等
で
約
１
億
１
，０

０
０
万
円
、
営
業
損
失
で
約
１
，

０
０
０
万
円
に
達
す
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。
復
旧
工
事
及
び
会

館
の
維
持
・
運
営
に
つ
い
て
は
、

熊
本
県
教
育
会
館
再
建
委
員
会

を
立
ち
上
げ
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

⑵
会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
会

館
建
設
基
金
（
出
資
金
）
に
つ

い
て
は
、
出
資
依
頼
を
中
止
し

て
い
ま
す
。
出
資
金
の
今
年
度

に
入
っ
て
か
ら
の
返
済
は
、
１

１
７
人
、
１
，２
５
４
，０
０
０

円
で
し
た
。
こ
の
結
果
出
資
金

の
残
額
は
８
３
，０
７
５
，０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑶
地
代
家
賃
は
、
１
０
０
％
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑷
会
議
室
は
、
熊
本
地
震
の
影

響
で
４
月
半
ば
か
ら
使
用
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

⑸
保
険
・
共
済
事
業
の
集
金
手

数
料
収
入
は
約
１
，４
８
０
万

円
と
前
年
同
期
よ
り
約
70
万
円

増
加
し
て
い
ま
す
。
会
館
共
済

の
特
別
給
付
は
、
前
年
よ
り
減

少
傾
向
で
す
。
な
お
満
期
祝
品
、

退
職
祝
金
は
そ
れ
ぞ
れ
10
月
に

23
万
５
千
円
、
１
５
２
万
円
を

給
付
し
て
い
ま
す
。

⑹
会
館
経
営
の
安
定
化
の
た
め

の
各
種
引
当
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
熊
本
地
震
と
い
う
重
大

災
害
に
当
た
り
、
会
館
経
営
安

定
化
の
た
め
一
部
引
当
を
取
崩

し
ま
す
。
現
在
ま
で
の
応
急
工

事
等
の
た
め
、
建
物
修
繕
引
当

か
ら
１
，０
０
０
万
円
を
取
崩

し
ま
し
た
。

⑺
会
計
処
理
は
「
区
分
経
理
」

に
よ
り
「
継
続
事
業
（
公
益
目

的
事
業
）」
の
適
正
な
執
行
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ー

ス
会
計
社
（
吉
永
公
認
会
計
士

事
務
所
）
と
の
契
約
を
継
続
し
、

適
正
な
処
理
と
円
滑
な
執
行
に

努
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
公

益
目
的
事
業
に
関
し
て
は
熊
本

地
震
の
影
響
も
あ
り
、
県
当
局

と
も
相
談
し
縮
小
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

２
．
管
理
業
務
に
つ
い
て

⑴
夜
間
や
休
日
の
管
理
警
備
は
、

業
務
委
託
契
約
を
結
び
、
会
館

を
常
時
使
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
会
館
閉
鎖
は
12
月

29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の
６

日
間
で
す
。

⑵
安
全
管
理
及
び
設
備
・
備
品

の
保
守
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
と
保
守
契
約
を
結
び
行
っ
て

い
ま
す
。

⑶
熊
本
地
震
に
際
し
て
は
、
地

域
指
定
一
時
避
難
場
所
と
し
て

避
難
所
を
開
設
し
、
４
月
14
日

〜
17
日
の
４
日
間
、の
べ
１
５
３

人
を
１
階
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

４
月
18
日
に
屋
上
外
壁
崩
落
の

重
大
な
危
険
性
が
わ
か
り
、
熊

本
市
及
び
警
察
署
来
て
い
た
だ

き
、
会
館
前
面
道
路
の
通
行
止

め
及
び
駐
車
場
の
一
部
使
用
禁

止
の
対
応
を
取
り
ま
し
た
。

　
火
災
の
未
然
防
止
と
万
一
の

生
涯
保
障
共
済
）』
の
新
規
加

入
者
は
３
名
、
退
職
等
に
よ
る

45
名
減
で
加
入
者
総
数
は
７
２

１
名
（
前
年
度
７
６
６
名
）
に

な
り
ま
し
た
。

⑶『
傷
害
プ
ラ
ン
』
は
、
経
費

削
減
に
よ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
部

数
を
減
ら
し
、
今
回
か
ら
チ
ラ

シ
を
作
成
し
学
校
へ
回
覧
用
と

し
て
送
付
し
ま
し
た
が
、
熊
本

地
震
の
影
響
も
あ
り
新
規
加
入

者
は
０
名
で
、
加
入
者
総
数
は

１
１
３
名（
前
年
度
１
２
３
名
）

と
な
り
ま
し
た
。

⑷
会
館
の
特
別
給
付
金
の
申
請

に
対
し
て
は
、
給
付
の
適
正
・

迅
速
化
を
図
る
た
め
に
、
給
付

審
査
委
員
会
を
毎
月
２
回
開
催

し
、
半
月
毎
に
審
査
・
給
付
の

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

⑸
30
次
の
制
度
改
定
に
よ
る
現

在
ま
で
の
状
況
は
、
新
規
加
入

を
65
歳
６
カ
月
ま
で
延
長
し
た

こ
と
に
よ
る
医
療
の
追
加
加
入

は
１
件
、
特
別
給
付
金
の
医
療

プ
ラ
ン
の
日
帰
り
入
院
は
７
件
、

出
産
祝
金
を
誕
生
祝
金
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
に
よ
る

男
性
の
申
請
は
70
件
で
し
た
。

誕
生
祝
金
は
好
評
を
得
て
い
ま

す
。

⑹
個
人
保
険
の
団
体
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
現
在
３
社
と
契
約

し
行
っ
て
い
ま
す
。「
太
陽
生
命

保
険
」
が
、
９
月
現
在
で
１
０

９
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
２
月
に
開
始
し
た
「
か
ん

ぽ
生
命
保
険
」
は
、
９
月
現
在

で
１
９
７
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
７
月
に
開
始
し
た

「
日
本
生
命
保
険
」
は
、
９
月
現

在
で
53
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
備
え
る
た
め
、
７
月
７

日
に
防
火
対
策
委
員
会
を
開
催

し
て
、
防
火
管
理
組
織･

自
衛
消

防
組
織
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、

防
災
年
間
計
画
を
策
定・確
認

し
ま
し
た
。同
日
に
第
１
回
避
難

訓
練
と
し
て
火
災
発
生
に
よ
る

避
難
を
想
定
し
、
消
火
器
の
使

い
方
等
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
専
門
業
者
（
ユ
ー
ジ
ー

防
災
設
備
）
に
よ
る
消
防
設
備

の
点
検
を
９
月
15
日
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
11
月
７
日
に
第
２
回
防
火
対

策
委
員
会
を
開
催
し
て
、
防
火

管
理
組
織･

自
衛
消
防
組
織
を

確
認
し
ま
し
た
。
第
２
回
避
難

訓
練
は
会
館
復
旧
工
事
後
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

⑷
熊
本
地
震
は
、
熊
本
県
教
育

会
館
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
修

繕
・
改
修
と
い
う
程
度
で
は
な

く
、
会
館
の
維
持
、
運
営
に
つ

い
て
根
本
的
に
見
直
し
の
必
要

が
あ
る
大
き
さ
で
す
。
そ
こ
で
、

熊
本
県
教
育
会
館
再
建
委
員
会

を
設
置
し
、
会
館
の
再
建
を
早

期
に
図
っ
て
い
ま
す
。

　
復
旧
工
事
に
関
し
て
は
、
再

建
委
員
会
を
３
回
開
催
し
、
内

容
や
進
め
方
を
協
議
し
、
ま
た

大
規
模
改
修
検
討
委
員
会
を
２

回
開
催
し
、
施
工
業
者
の
選
定

等
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、設
計
・

監
理
に
つ
い
て
は
大
和
設
計
㈱

と
契
約
を
結
び
、
施
工
に
つ
い

て
は
㈱
建
吉
組
と
契
約
を
結
び
、

９
月
下
旬
か
ら
施
工
調
査
、
10

月
か
ら
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。

工
期
は
来
年
の
１
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
地
震
対
応
と
し
て
、

３
階
男
子
ト
イ
レ
自
動
水
栓
修

理
、
空
調
室
外
機
改
修
、
高
圧

変
電
機
改
修
、
震
災
応
急
処
置

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
見
込
ま

れ
る
被
害
対
応
と
し
て
、
５
階

会
議
室
内
部
設
備（
電
灯
、机
・

椅
子
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
含
む
放

送
機
器
、
バ
ト
ン
等
）、
消
防

設
備
、
自
動
ド
ア
、
ブ
ラ
イ
ン

ド
が
あ
り
ま
す
。

　
建
物
の
保
守
関
係
と
し
て
は
、

１
階
ト
イ
レ
下
ピ
ッ
ト
の
漏
水

は
毎
月
の
点
検
と
ポ
ン
プ
汲
み

出
し
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
立

体
駐
車
場
関
係
は
、
震
災
直
後

に
安
全
性
の
確
認
を
専
門
業
者

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
大
和
設
計
㈱
の
事
前
調
査
で

分
か
っ
た
ボ
ル
ト
の
ゆ
る
み
個

所
の
修
繕
と
あ
わ
せ
て
、
年
１

回
の
通
常
点
検
を
継
続
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

⑸
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
保
護
基
本
規
程
に
基

づ
き
適
正
な
取
扱
い
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
会
員
管
理
は
厚

生
情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
適
正
に

行
っ
て
い
ま
す
。

⑹「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を

７
月
に
発
行
し
、
会
館
の
事
業

及
び
熊
本
地
震
へ
の
対
応
等
の

広
報
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
熊

本
地
震
対
応
等
も
含
め
た
情
報

の
開
示
と
発
信
に
努
め
ま
し
た
。

３
．
福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済
は
、
熊
本
地
震
に

よ
り
例
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

中
止
し
ま
し
た
。
太
陽
生
命
が

毎
年
学
校
へ
持
参
し
て
い
た
更

新
手
続
き
書
類
は
、
学
校
や
自

宅
等
へ
送
付
し
ま
し
た
。
学
校

へ
は
「
災
害
見
舞
品
」
と
し
て

お
茶
を
全
校
へ
送
り
ま
し
た
。

な
お
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
代
わ

り
に
６
月
・
７
月
に
新
採
を
中

心
に
11
月
１
日
加
入
の
募
集
を

実
施
し
、
１
１
５
名
の
加
入
が

あ
り
ま
し
た
。
11
月
で
の
加
入

状
況
は
、『
Ⅰ
型
生
活
保
障
』

が
１
０
，１
１
１
名
、『
介
護
プ

ラ
ン
』
が
３
，４
７
５
名
、『
医

療
プ
ラ
ン
』
が
４
，８
６
７
名

と
な
り
ま
し
た
。

　
加
入
者
の
死
亡
に
伴
う
遺
族

生
活
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
共
済
年
度
（
平
成
27
年
９

月
１
日
〜
平
成
28
年
８
月
31

日
）
は
、
死
亡
７
人
（
前
年
度

12
人
）
で
給
付
総
額
は
４
，８

０
０
万
円
（
同
１
億
７
，８
０

０
万
円
）
で
し
た
。
第
27
次
に

導
入
し
た
介
護
保
障
は
、
初
め

て
の
支
払
い
と
な
り
１
件
５
０

０
万
円
で
し
た
。
ま
た
、
医
療

プ
ラ
ン
の
給
付
は
、「
熊
本
地

震
」
に
よ
り
特
例
措
置
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
地
震
に
よ
る

申
請
は
な
く
１
６
２
件
（
同
１

５
６
件
）
で
給
付
総
額
は
１
，

１
０
０
万
７
千
円
（
同
９
８
５

万
１
千
円
）
で
し
た
。

　
会
館
の
特
別
給
付
金
（
会
計

年
度
、
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

平
成
29
年
３
月
31
日
）
は
、
上

半
期
で
５
０
９
万
８
千
円
の
給

付
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵『
会
館
共
済
Ⅱ
型
（
貯
蓄
型

　
加
盟
団
体
の
連
携
を
図
る
た

め
、
セ
ン
タ
ー
加
盟
団
体
代
表

者
会
（
運
営
委
員
会
）
を
５
月

12
日
と
６
月
９
日
の
２
回
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
責
任
者
レ
ベ

ル
の
セ
ン
タ
ー
小
委
員
会
を
月

に
１
回
、
担
当
者
レ
ベ
ル
の
事

務
局
会
議
を
月
に
２
回
開
催
し

各
団
体
間
の
連
絡
調
整
を
行
い
、

ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
教
育
貢
献
と
し
て
厚
生
情
報

セ
ン
タ
ー
か
ら
も
教
育
文
化
事

業
の
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
の

費
用
を
一
部
負
担
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
28
年

４
月
よ
り
、
請
求
書
（
ご
利
用

代
金
の
お
知
ら
せ
）
の
カ
ス
タ

マ
バ
ー
コ
ー
ド
利
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

⑵
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
基
本

規
程
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
に
つ
い

て
は
、
教
育
会
館
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
規
程
及
び
セ
ン

タ
ー
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
方

針
に
基
づ
い
て
適
正
運
用
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
計
画

的
に
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
Ｋ
Ｉ
Ｓ
と
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
内
部
監
査
支
援
業
務
の
委

託
契
約
を
結
び
、
年
２
回
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
第
１
回

目
を
９
月
23
日
に
実
施
し
、「
不

適
合
事
項
は
、
今
回
の
監
査
に

お
い
て
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。」
と
い
う
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
監
事
会
に
は
、
そ

の
内
部
監
査
支
援
業
務
の
結
果

報
告
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
の
被
災
状
況
及
び

関
係
団
体
・
関
係
者
か
ら
の
お

見
舞
い
等
の
報
告
を
行
う
と
と

も
に
、
緊
急
対
応
の
た
め
の
会

議
・
打
合
せ
や
会
館
再
建
に
向

け
た
機
関
会
議
等
の
経
過
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
復
旧
工
事
に
伴
う
費
用

の
増
加
に
つ
い
て
、
必
要
な
追

加
額
を
減
価
償
却
引
当
預
金
か

ら
取
崩
す
こ
と
を
承
認
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
館
の
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、

会
館
の
維
持
、
運
営
に
つ
い
て

根
本
的
な
見
直
し
の
必
要
が
あ

る
大
き
さ
で
あ
り
、
よ
り
一
層

の
経
費
節
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
よ
り
効
率
的
、
発
展
的
に

事
業
の
見
直
し
、
早
期
に
経
営

の
安
定
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
そ
の
た
め
に
熊
本
県
教

育
会
館
再
建
委
員
会
に
お
い
て

そ
の
方
向
性
を
協
議
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
「
慶
弔
規
程
」
の
改
正
が
承

認
さ
れ
ま
し
た

●
来
年
度
は
役
員
の
改
選
期
、

評
議
員
の
改
選
期
と
な
り
、
そ

の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
会
館
設
立
50
周
年
の
記
念
の

年
に
な
る
が
、
熊
本
地
震
の
影

響
も
あ
り
大
々
的
な
こ
と
は
行

わ
ず
、
復
旧
工
事
完
成
も
併
せ

て
、
２
月
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
上
半
期
事
業
報
告

　
関
係
団
体
・
関
係
者
の
皆
様

か
ら
多
く
の
お
見
舞
い
、
お
心

配
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙

面
の
上
で
す
が
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
改
め
て
お
互

い
の
助
け
合
い
、
共
助
・
互
助

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

１ 

お
見
舞
金

①
太
陽
生
命
保
険
株
式
会
社 

様

②
九
州
各
県
の
教
職
員
互
助

　
団
体
（
８
団
体
）
様

２ 

食
料
・
飲
料
等
の
物
資
提
供

①
太
陽
生
命
（
熊
本
支
社
、
九

州
法
人
営
業
部
）
様

②
旭
電
業
様

③
コ
ー
プ
サ
ー
ビ
ス
く
ま
も
と 

様

④
日
本
生
命
（
大
阪
本
店
、
熊

本
支
社
）
様　

⑤
個
人
と
し
て
多
く
の
方
か
ら

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３ 

人
的
支
援
（
片
付
け
）
等

①
太
陽
生
命
（
九
州
法
人
営
業

部
、
本
社
関
係
者
）
様

②
日
本
ビ
ル
管
理 

様

４ 

お
見
舞
い
電
報
・
メ
ー
ル
等

　
太
陽
生
命
、
日
本
生
命
、
全

教
互
九
ブ
ロ
を
は
じ
め
、
多
数

の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※

地
域
一
時
避
難
場
所
の
開

設
時
に
は
、
地
域
の
多
く
の

方
々
、
お
店
等
か
ら
も
食
料
、

飲
料
等
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
40
年（
１
９
６
５
年
）５
月

　
旧
教
育
会
館
落
成（
京
町
）

昭
和
41
年（
66
年
）11
月

　
財
団
法
人
教
育
会
館
設
立

昭
和
52
年（
77
年
）４
月

　
退
職
者
福
祉
年
金
事
業
発
足

昭
和
60
年（
85
年
）８
月

　
会
館
共
済
Ⅰ
型
発
足

平
成 

元
年（
89
年
）８
月

　
会
館
共
済
Ⅱ
型
発
足

平
成 

２
年（
90
年
）11
月

　
設
立
25
周
年
記
念
祝
賀
会

　

※

学
校
へ
の
図
書
寄
贈
開
始

平
成 

６
年（
94
年
）12
月

　
熊
本
市
と
公
有
財
産
有
償

　
貸
付
契
約
書
の
締
結

平
成 

８
年（
96
年
）９
月

　
新
教
育
会
館
開
館（
九
品
寺
）

平
成
12
年（
２
０
０
０
年
）９
月

　
会
館
共
済
医
療
プ
ラ
ン
発
足

平
成
18
年（
06
年
）８
月

　
新
会
館
10
周
年
記
念
事
業

　

※

講
演
会「
熊
本
教
育
の
方
向
」

　
講
師 

柿
塚
純
男
県
教
育
長

平
成
23
年（
11
年
）８
月

　
会
館
共
済
介
護
保
障
発
足

平
成
24
年（
12
年
）６
月

　
退
職
者
福
祉
年
金
事
業
終
了

平
成
25
年（
13
年
）４
月

　
一
般
財
団
法
人
へ
移
行

平
成
28
年（
16
年
）４
月

　
熊
本
地
震
発
生（
被
害
甚
大
）

平
成
29
年（
17
年
）２
月
予
定

　
設
立
50
周
年
記
念
祝
賀
会

第
19
回
理
事
会 

報
告

11
月
17
日
開
催

熊
本
県
教
育
会
館
は

50
周
年
を
迎
え
ま
す

「
熊
本
地
震
」
に

　
　
　
際
し
ま
し
て

5月9日 震災直後でしたが、熊本
県教育会館へ太陽生命本社より、
お見舞いに来館されました。写真
はお見舞金を渡される上原専務。

会館５階会議室入口の時計…
４月16日午前１時25分に破損。
熊本地震を風化させず、復旧・
復興に歩んでいきましょう！

【
沿
革
】

熊
本
震
災
へ
の
対
応
及
び

引
当
の
取
崩
し
の
件

会
館
財
政
と
事
業
の
見
直
し

そ
の
他
の
議
案



４
．
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
５
月
18
日
に
制
度
検
討
委
員

会
を
開
催
し
、
平
成
28
年
度
の

教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て
熊
本

地
震
へ
の
対
応
を
協
議
し
ま
し

た
。

⑵
図
書
券
の
寄
贈
は
、
熊
本
地

震
の
影
響
で
中
止
し
ま
し
た
。

⑶
教
育
会
館
寄
席
は
、
熊
本
地

震
の
影
響
で
中
止
し
ま
し
た
。

⑷
熊
本
県
か
る
た
協
会
及
び
日

本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
へ
の

支
援
は
、
熊
本
地
震
の
影
響
の

た
め
、
４
月
10
日
に
か
る
た
練

習
で
会
場
を
提
供
し
た
の
み
で

す
。
２
月
か
ら
会
場
の
無
料
提

供
等
の
支
援
を
再
開
す
る
予
定

で
す
。
な
お
、
例
年
後
援
し
て

い
ま
し
た
熊
本
県
か
る
た
協
会

主
催
の
「
熊
本
県
小
中
学
校
小

倉
百
人
一
首
か
る
た
競
技
大

会
」
は
、
今
年
度
は
中
止
と
な

り
ま
す
。

⑸
教
育
会
館
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば

は
、
熊
本
地
震
の
影
響
の
た
め

４
月
途
中
か
ら
中
止
と
し
ま
し

た
。
今
後
の
再
開
は
、
現
在
検

討
中
で
す
。

⑹
そ
の
他
の
教
育
文
化
事
業
で

は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
『
こ
こ

ろ
ゆ
っ
た
り
講
座
』
は
熊
本
地

震
の
た
め
に
中
止
し
ま
し
た
。

　
育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援

『
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
』は
、

11
月
９
日
（
水
）に
火
の
国
ハ
イ

ツ
で
開
催
し
ま
し
た
。
県
教
育

委
員
会
学
校
人
事
課
の
平
井
参

事
の
ご
講
演
「
育
児
等
に
関
す

る
諸
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
」

と
教
育
政
策
課
福
利
厚
生
室
の

柿
原
主
幹
の
ご
講
演
「
共
済
組

合
関
係
に
つ
い
て
」
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。ま
た
参
加
者
の
方
々

か
ら
の
要
望
が
多
い「
育
児
休

業
経
験
者
の
お
話
」
は
、
今
年

度
も
南
ヶ
丘
小
学
校
の
東
教
諭

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

53
名
で
、
託
児
は
51
名
で
し
た
。

　
教
職
員
及
び
教
育
会
館
周
辺

の
地
域
住
民
対
象
の
「
ヨ
ー
ガ

教
室
」
は
５
年
目
を
迎
え
、
参

加
者
も
増
加
し
好
評
を
得
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
熊
本
地

震
の
影
響
で
４
月
の
午
後
の
部

か
ら
10
月
の
午
前
の
部
ま
で
中

止
し
ま
し
た
。
10
月
の
午
後
の

部
か
ら
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
相
談
事
業
は
熊

本
地
震
の
影
響
も
多
少
あ
り
ま

し
た
が
、
継
続
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
教
職
員
向
け
の
電
話

相
談
室
『
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
』
を

毎
週
火
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
よ
り
保
護
者
や
子

ど
も
、
教
職
員
向
け
の
「
親
と

子
と
教
職
員
の
教
育
相
談
室
」

へ
の
支
援
も
開
始
し
ま
し
た
。

な
お
、
子
ど
も
の
電
話
相
談
活

動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

『
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
』
は
、
現
在

は
『
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
』
事
務
局

の
都
合
に
よ
り
休
止
中
と
な
っ

て
い
ま
す
。

５
．
事
務
受
託
事
業
（
熊
本
県

教
職
員
厚
生
情
報
セ
ン

タ
ー
）
に
つ
い
て

⑴
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
で
あ
る

小
中
学
校
関
係
教
職
員
の
生
活

協
同
組
合
く
ま
も
と
、熊
本
県

教
職
員
組
合
、教
育
会
館
の
利

用
代
金
の
請
求
及
び
収
納
は
、

熊
本
地
震
の
影
響
も
ほ
と
ん
ど

な
く
順
調
に
運
用
で
き
て
い
ま
す
。

（２）　第85号平成28（2016）年12月10日（３）　第85号 平成28（2016）年12月10日

１
．
会
館
の

　
　

財
政
運
営
に
つ
い
て

⑴
熊
本
地
震
は
教
育
会
館
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

市
の
罹
災
調
査
で
は
「
大
規
模

半
壊
」
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

施
設
被
害
等
で
約
１
億
１
，０

０
０
万
円
、
営
業
損
失
で
約
１
，

０
０
０
万
円
に
達
す
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。
復
旧
工
事
及
び
会

館
の
維
持
・
運
営
に
つ
い
て
は
、

熊
本
県
教
育
会
館
再
建
委
員
会

を
立
ち
上
げ
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

⑵
会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
会

館
建
設
基
金
（
出
資
金
）
に
つ

い
て
は
、
出
資
依
頼
を
中
止
し

て
い
ま
す
。
出
資
金
の
今
年
度

に
入
っ
て
か
ら
の
返
済
は
、
１

１
７
人
、
１
，２
５
４
，０
０
０

円
で
し
た
。
こ
の
結
果
出
資
金

の
残
額
は
８
３
，０
７
５
，０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑶
地
代
家
賃
は
、
１
０
０
％
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑷
会
議
室
は
、
熊
本
地
震
の
影

響
で
４
月
半
ば
か
ら
使
用
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

⑸
保
険
・
共
済
事
業
の
集
金
手

数
料
収
入
は
約
１
，４
８
０
万

円
と
前
年
同
期
よ
り
約
70
万
円

増
加
し
て
い
ま
す
。
会
館
共
済

の
特
別
給
付
は
、
前
年
よ
り
減

少
傾
向
で
す
。
な
お
満
期
祝
品
、

退
職
祝
金
は
そ
れ
ぞ
れ
10
月
に

23
万
５
千
円
、
１
５
２
万
円
を

給
付
し
て
い
ま
す
。

⑹
会
館
経
営
の
安
定
化
の
た
め

の
各
種
引
当
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
熊
本
地
震
と
い
う
重
大

災
害
に
当
た
り
、
会
館
経
営
安

定
化
の
た
め
一
部
引
当
を
取
崩

し
ま
す
。
現
在
ま
で
の
応
急
工

事
等
の
た
め
、
建
物
修
繕
引
当

か
ら
１
，０
０
０
万
円
を
取
崩

し
ま
し
た
。

⑺
会
計
処
理
は
「
区
分
経
理
」

に
よ
り
「
継
続
事
業
（
公
益
目

的
事
業
）」
の
適
正
な
執
行
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
ユ
ー

ス
会
計
社
（
吉
永
公
認
会
計
士

事
務
所
）
と
の
契
約
を
継
続
し
、

適
正
な
処
理
と
円
滑
な
執
行
に

努
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
公

益
目
的
事
業
に
関
し
て
は
熊
本

地
震
の
影
響
も
あ
り
、
県
当
局

と
も
相
談
し
縮
小
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

２
．
管
理
業
務
に
つ
い
て

⑴
夜
間
や
休
日
の
管
理
警
備
は
、

業
務
委
託
契
約
を
結
び
、
会
館

を
常
時
使
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
会
館
閉
鎖
は
12
月

29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の
６

日
間
で
す
。

⑵
安
全
管
理
及
び
設
備
・
備
品

の
保
守
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
と
保
守
契
約
を
結
び
行
っ
て

い
ま
す
。

⑶
熊
本
地
震
に
際
し
て
は
、
地

域
指
定
一
時
避
難
場
所
と
し
て

避
難
所
を
開
設
し
、
４
月
14
日

〜
17
日
の
４
日
間
、の
べ
１
５
３

人
を
１
階
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

４
月
18
日
に
屋
上
外
壁
崩
落
の

重
大
な
危
険
性
が
わ
か
り
、
熊

本
市
及
び
警
察
署
来
て
い
た
だ

き
、
会
館
前
面
道
路
の
通
行
止

め
及
び
駐
車
場
の
一
部
使
用
禁

止
の
対
応
を
取
り
ま
し
た
。

　
火
災
の
未
然
防
止
と
万
一
の

生
涯
保
障
共
済
）』
の
新
規
加

入
者
は
３
名
、
退
職
等
に
よ
る

45
名
減
で
加
入
者
総
数
は
７
２

１
名
（
前
年
度
７
６
６
名
）
に

な
り
ま
し
た
。

⑶『
傷
害
プ
ラ
ン
』
は
、
経
費

削
減
に
よ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
部

数
を
減
ら
し
、
今
回
か
ら
チ
ラ

シ
を
作
成
し
学
校
へ
回
覧
用
と

し
て
送
付
し
ま
し
た
が
、
熊
本

地
震
の
影
響
も
あ
り
新
規
加
入

者
は
０
名
で
、
加
入
者
総
数
は

１
１
３
名（
前
年
度
１
２
３
名
）

と
な
り
ま
し
た
。

⑷
会
館
の
特
別
給
付
金
の
申
請

に
対
し
て
は
、
給
付
の
適
正
・

迅
速
化
を
図
る
た
め
に
、
給
付

審
査
委
員
会
を
毎
月
２
回
開
催

し
、
半
月
毎
に
審
査
・
給
付
の

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

⑸
30
次
の
制
度
改
定
に
よ
る
現

在
ま
で
の
状
況
は
、
新
規
加
入

を
65
歳
６
カ
月
ま
で
延
長
し
た

こ
と
に
よ
る
医
療
の
追
加
加
入

は
１
件
、
特
別
給
付
金
の
医
療

プ
ラ
ン
の
日
帰
り
入
院
は
７
件
、

出
産
祝
金
を
誕
生
祝
金
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
に
よ
る

男
性
の
申
請
は
70
件
で
し
た
。

誕
生
祝
金
は
好
評
を
得
て
い
ま

す
。

⑹
個
人
保
険
の
団
体
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
現
在
３
社
と
契
約

し
行
っ
て
い
ま
す
。「
太
陽
生
命

保
険
」
が
、
９
月
現
在
で
１
０

９
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
２
月
に
開
始
し
た
「
か
ん

ぽ
生
命
保
険
」
は
、
９
月
現
在

で
１
９
７
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
７
月
に
開
始
し
た

「
日
本
生
命
保
険
」
は
、
９
月
現

在
で
53
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
備
え
る
た
め
、
７
月
７

日
に
防
火
対
策
委
員
会
を
開
催

し
て
、
防
火
管
理
組
織･

自
衛
消

防
組
織
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、

防
災
年
間
計
画
を
策
定・確
認

し
ま
し
た
。同
日
に
第
１
回
避
難

訓
練
と
し
て
火
災
発
生
に
よ
る

避
難
を
想
定
し
、
消
火
器
の
使

い
方
等
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
専
門
業
者
（
ユ
ー
ジ
ー

防
災
設
備
）
に
よ
る
消
防
設
備

の
点
検
を
９
月
15
日
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
11
月
７
日
に
第
２
回
防
火
対

策
委
員
会
を
開
催
し
て
、
防
火

管
理
組
織･

自
衛
消
防
組
織
を

確
認
し
ま
し
た
。
第
２
回
避
難

訓
練
は
会
館
復
旧
工
事
後
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

⑷
熊
本
地
震
は
、
熊
本
県
教
育

会
館
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
修

繕
・
改
修
と
い
う
程
度
で
は
な

く
、
会
館
の
維
持
、
運
営
に
つ

い
て
根
本
的
に
見
直
し
の
必
要

が
あ
る
大
き
さ
で
す
。
そ
こ
で
、

熊
本
県
教
育
会
館
再
建
委
員
会

を
設
置
し
、
会
館
の
再
建
を
早

期
に
図
っ
て
い
ま
す
。

　
復
旧
工
事
に
関
し
て
は
、
再

建
委
員
会
を
３
回
開
催
し
、
内

容
や
進
め
方
を
協
議
し
、
ま
た

大
規
模
改
修
検
討
委
員
会
を
２

回
開
催
し
、
施
工
業
者
の
選
定

等
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、設
計
・

監
理
に
つ
い
て
は
大
和
設
計
㈱

と
契
約
を
結
び
、
施
工
に
つ
い

て
は
㈱
建
吉
組
と
契
約
を
結
び
、

９
月
下
旬
か
ら
施
工
調
査
、
10

月
か
ら
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。

工
期
は
来
年
の
１
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
地
震
対
応
と
し
て
、

３
階
男
子
ト
イ
レ
自
動
水
栓
修

理
、
空
調
室
外
機
改
修
、
高
圧

変
電
機
改
修
、
震
災
応
急
処
置

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
見
込
ま

れ
る
被
害
対
応
と
し
て
、
５
階

会
議
室
内
部
設
備（
電
灯
、机
・

椅
子
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
含
む
放

送
機
器
、
バ
ト
ン
等
）、
消
防

設
備
、
自
動
ド
ア
、
ブ
ラ
イ
ン

ド
が
あ
り
ま
す
。

　
建
物
の
保
守
関
係
と
し
て
は
、

１
階
ト
イ
レ
下
ピ
ッ
ト
の
漏
水

は
毎
月
の
点
検
と
ポ
ン
プ
汲
み

出
し
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
立

体
駐
車
場
関
係
は
、
震
災
直
後

に
安
全
性
の
確
認
を
専
門
業
者

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
大
和
設
計
㈱
の
事
前
調
査
で

分
か
っ
た
ボ
ル
ト
の
ゆ
る
み
個

所
の
修
繕
と
あ
わ
せ
て
、
年
１

回
の
通
常
点
検
を
継
続
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

⑸
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
保
護
基
本
規
程
に
基

づ
き
適
正
な
取
扱
い
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
会
員
管
理
は
厚

生
情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
適
正
に

行
っ
て
い
ま
す
。

⑹「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を

７
月
に
発
行
し
、
会
館
の
事
業

及
び
熊
本
地
震
へ
の
対
応
等
の

広
報
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
熊

本
地
震
対
応
等
も
含
め
た
情
報

の
開
示
と
発
信
に
努
め
ま
し
た
。

３
．
福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済
は
、
熊
本
地
震
に

よ
り
例
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

中
止
し
ま
し
た
。
太
陽
生
命
が

毎
年
学
校
へ
持
参
し
て
い
た
更

新
手
続
き
書
類
は
、
学
校
や
自

宅
等
へ
送
付
し
ま
し
た
。
学
校

へ
は
「
災
害
見
舞
品
」
と
し
て

お
茶
を
全
校
へ
送
り
ま
し
た
。

な
お
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
代
わ

り
に
６
月
・
７
月
に
新
採
を
中

心
に
11
月
１
日
加
入
の
募
集
を

実
施
し
、
１
１
５
名
の
加
入
が

あ
り
ま
し
た
。
11
月
で
の
加
入

状
況
は
、『
Ⅰ
型
生
活
保
障
』

が
１
０
，１
１
１
名
、『
介
護
プ

ラ
ン
』
が
３
，４
７
５
名
、『
医

療
プ
ラ
ン
』
が
４
，８
６
７
名

と
な
り
ま
し
た
。

　
加
入
者
の
死
亡
に
伴
う
遺
族

生
活
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
共
済
年
度
（
平
成
27
年
９

月
１
日
〜
平
成
28
年
８
月
31

日
）
は
、
死
亡
７
人
（
前
年
度

12
人
）
で
給
付
総
額
は
４
，８

０
０
万
円
（
同
１
億
７
，８
０

０
万
円
）
で
し
た
。
第
27
次
に

導
入
し
た
介
護
保
障
は
、
初
め

て
の
支
払
い
と
な
り
１
件
５
０

０
万
円
で
し
た
。
ま
た
、
医
療

プ
ラ
ン
の
給
付
は
、「
熊
本
地

震
」
に
よ
り
特
例
措
置
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
地
震
に
よ
る

申
請
は
な
く
１
６
２
件
（
同
１

５
６
件
）
で
給
付
総
額
は
１
，

１
０
０
万
７
千
円
（
同
９
８
５

万
１
千
円
）
で
し
た
。

　
会
館
の
特
別
給
付
金
（
会
計

年
度
、
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

平
成
29
年
３
月
31
日
）
は
、
上

半
期
で
５
０
９
万
８
千
円
の
給

付
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵『
会
館
共
済
Ⅱ
型
（
貯
蓄
型

　
加
盟
団
体
の
連
携
を
図
る
た

め
、
セ
ン
タ
ー
加
盟
団
体
代
表

者
会
（
運
営
委
員
会
）
を
５
月

12
日
と
６
月
９
日
の
２
回
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
責
任
者
レ
ベ

ル
の
セ
ン
タ
ー
小
委
員
会
を
月

に
１
回
、
担
当
者
レ
ベ
ル
の
事

務
局
会
議
を
月
に
２
回
開
催
し

各
団
体
間
の
連
絡
調
整
を
行
い
、

ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
教
育
貢
献
と
し
て
厚
生
情
報

セ
ン
タ
ー
か
ら
も
教
育
文
化
事

業
の
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
の

費
用
を
一
部
負
担
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
28
年

４
月
よ
り
、
請
求
書
（
ご
利
用

代
金
の
お
知
ら
せ
）
の
カ
ス
タ

マ
バ
ー
コ
ー
ド
利
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

⑵
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
基
本

規
程
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
に
つ
い

て
は
、
教
育
会
館
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
規
程
及
び
セ
ン

タ
ー
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
方

針
に
基
づ
い
て
適
正
運
用
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
計
画

的
に
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
Ｋ
Ｉ
Ｓ
と
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
内
部
監
査
支
援
業
務
の
委

託
契
約
を
結
び
、
年
２
回
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
第
１
回

目
を
９
月
23
日
に
実
施
し
、「
不

適
合
事
項
は
、
今
回
の
監
査
に

お
い
て
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。」
と
い
う
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
監
事
会
に
は
、
そ

の
内
部
監
査
支
援
業
務
の
結
果

報
告
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
の
被
災
状
況
及
び

関
係
団
体
・
関
係
者
か
ら
の
お

見
舞
い
等
の
報
告
を
行
う
と
と

も
に
、
緊
急
対
応
の
た
め
の
会

議
・
打
合
せ
や
会
館
再
建
に
向

け
た
機
関
会
議
等
の
経
過
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
復
旧
工
事
に
伴
う
費
用

の
増
加
に
つ
い
て
、
必
要
な
追

加
額
を
減
価
償
却
引
当
預
金
か

ら
取
崩
す
こ
と
を
承
認
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
館
の
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、

会
館
の
維
持
、
運
営
に
つ
い
て

根
本
的
な
見
直
し
の
必
要
が
あ

る
大
き
さ
で
あ
り
、
よ
り
一
層

の
経
費
節
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
よ
り
効
率
的
、
発
展
的
に

事
業
の
見
直
し
、
早
期
に
経
営

の
安
定
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
そ
の
た
め
に
熊
本
県
教

育
会
館
再
建
委
員
会
に
お
い
て

そ
の
方
向
性
を
協
議
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
「
慶
弔
規
程
」
の
改
正
が
承

認
さ
れ
ま
し
た

●
来
年
度
は
役
員
の
改
選
期
、

評
議
員
の
改
選
期
と
な
り
、
そ

の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
会
館
設
立
50
周
年
の
記
念
の

年
に
な
る
が
、
熊
本
地
震
の
影

響
も
あ
り
大
々
的
な
こ
と
は
行

わ
ず
、
復
旧
工
事
完
成
も
併
せ

て
、
２
月
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
上
半
期
事
業
報
告

　
関
係
団
体
・
関
係
者
の
皆
様

か
ら
多
く
の
お
見
舞
い
、
お
心

配
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙

面
の
上
で
す
が
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
改
め
て
お
互

い
の
助
け
合
い
、
共
助
・
互
助

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

１ 

お
見
舞
金

①
太
陽
生
命
保
険
株
式
会
社 

様

②
九
州
各
県
の
教
職
員
互
助

　
団
体
（
８
団
体
）
様

２ 

食
料
・
飲
料
等
の
物
資
提
供

①
太
陽
生
命
（
熊
本
支
社
、
九

州
法
人
営
業
部
）
様

②
旭
電
業
様

③
コ
ー
プ
サ
ー
ビ
ス
く
ま
も
と 

様

④
日
本
生
命
（
大
阪
本
店
、
熊

本
支
社
）
様　

⑤
個
人
と
し
て
多
く
の
方
か
ら

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３ 

人
的
支
援
（
片
付
け
）
等

①
太
陽
生
命
（
九
州
法
人
営
業

部
、
本
社
関
係
者
）
様

②
日
本
ビ
ル
管
理 

様

４ 

お
見
舞
い
電
報
・
メ
ー
ル
等

　
太
陽
生
命
、
日
本
生
命
、
全

教
互
九
ブ
ロ
を
は
じ
め
、
多
数

の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※

地
域
一
時
避
難
場
所
の
開

設
時
に
は
、
地
域
の
多
く
の

方
々
、
お
店
等
か
ら
も
食
料
、

飲
料
等
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
40
年（
１
９
６
５
年
）５
月

　
旧
教
育
会
館
落
成（
京
町
）

昭
和
41
年（
66
年
）11
月

　
財
団
法
人
教
育
会
館
設
立

昭
和
52
年（
77
年
）４
月

　
退
職
者
福
祉
年
金
事
業
発
足

昭
和
60
年（
85
年
）８
月

　
会
館
共
済
Ⅰ
型
発
足

平
成 

元
年（
89
年
）８
月

　
会
館
共
済
Ⅱ
型
発
足

平
成 

２
年（
90
年
）11
月

　
設
立
25
周
年
記
念
祝
賀
会

　

※

学
校
へ
の
図
書
寄
贈
開
始

平
成 

６
年（
94
年
）12
月

　
熊
本
市
と
公
有
財
産
有
償

　
貸
付
契
約
書
の
締
結

平
成 

８
年（
96
年
）９
月

　
新
教
育
会
館
開
館（
九
品
寺
）

平
成
12
年（
２
０
０
０
年
）９
月

　
会
館
共
済
医
療
プ
ラ
ン
発
足

平
成
18
年（
06
年
）８
月

　
新
会
館
10
周
年
記
念
事
業

　

※

講
演
会「
熊
本
教
育
の
方
向
」

　
講
師 

柿
塚
純
男
県
教
育
長

平
成
23
年（
11
年
）８
月

　
会
館
共
済
介
護
保
障
発
足

平
成
24
年（
12
年
）６
月

　
退
職
者
福
祉
年
金
事
業
終
了

平
成
25
年（
13
年
）４
月

　
一
般
財
団
法
人
へ
移
行

平
成
28
年（
16
年
）４
月

　
熊
本
地
震
発
生（
被
害
甚
大
）

平
成
29
年（
17
年
）２
月
予
定

　
設
立
50
周
年
記
念
祝
賀
会

第
19
回
理
事
会 

報
告

11
月
17
日
開
催

熊
本
県
教
育
会
館
は

50
周
年
を
迎
え
ま
す

「
熊
本
地
震
」
に

　
　
　
際
し
ま
し
て

5月9日 震災直後でしたが、熊本
県教育会館へ太陽生命本社より、
お見舞いに来館されました。写真
はお見舞金を渡される上原専務。

会館５階会議室入口の時計…
４月16日午前１時25分に破損。
熊本地震を風化させず、復旧・
復興に歩んでいきましょう！

【
沿
革
】

熊
本
震
災
へ
の
対
応
及
び

引
当
の
取
崩
し
の
件

会
館
財
政
と
事
業
の
見
直
し

そ
の
他
の
議
案
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島田 末吉
TEL 096-372-3800

熊本市中央区九品寺1丁目11-4
熊本県教育会館事務局

一
般
財
団
法
人

教
育
会
館
復
旧
工
事
10
月
よ
り
開
始

（４）　第85号平成28（2016）年12月10日

教育文化事業　
会館共済からのお知らせ
個人保険団体取扱い

４面

　
「
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
回
で
９
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
県
下
各
地
か
ら
53
名
（
託

児
51
名
）
の
参
加
が
あ
り
、
県

教
委
学
校
人
事
課
及
び
公
立
学

校
共
済
組
合
か
ら
「
育
児
等
に

関
す
る
諸
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
」
及
び
「
共
済
組
合
関
係
に

つ
い
て
」
に
つ
い
て
の
詳
し
く

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
要
望
が
多
か
っ
た
「
育
児
休

業
体
験
者
の
お
話
」
を
し
て
い

た
だ
く
場
を
、
今
年
度
も
設
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

の
現
場
復
帰
に
向
け
、
多
く
の

情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
、
お
互
い
の

思
い
を
共
有
で
き
る
、
楽
し
い

歓
談
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
職
員
及
び
教
育
会
館
周
辺

の
地
域
住
民
対
象
の
「
ヨ
ー
ガ

教
室
」
は
、
５
年
目
を
迎
え
参

加
者
も
増
加
し
好
評
で
す
。

原
則

毎
月
第
１
木
曜
の

　
10
時
30
分
〜
12
時
00
分

第
３
木
曜
の

　
18
時
30
分
〜
20
時
00
分

の
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
熊
本
地
震
の
た
め
４

月
半
ば
か
ら
休
止
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
10
月
後
半
か
ら
再
開

し
ま
し
た
。

　
講
師
は
日
本
ヨ
ー
ガ
学
会
認

定
准
教
授
の
木
原
美
保
先
生
で

す
。
と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
。

　
教
育
会
館
独
自
の
相
談
窓
口

で
す
。
専
門
の
相
談
員
に
、
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
と
の
な
い
震
度
７
が
２
回
も
襲
う
と
い
う
熊
本
地
震
の
混
乱

状
況
の
中
で
思
う
よ
う
に
復
旧
に
向
け
た
と
り
く
み
が
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
再
建
委
員
会
や
大
規
模
改
修
検
討
委
員
会
を
開

催
し
、
設
計
・
監
理
は
大
和
設
計
㈱
、
施
工
は
㈱
建
吉
組
に
お

願
い
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、復
旧
工
事
が
や
っ
と
始
ま
り
ま
し
た
。

完
成
は
来
年
１
月
末
の
予
定
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
、
近
隣
の
皆
様
に
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
が
、
教
育
会
館
の
甚
大
な
被
害
状
況
を
ご
理

解
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
並
び
に

ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

熊
本
地
震
は
、
県
下
及
び
九
州
各
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
会
館
も
「
大
規
模
半
壊
」
と
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

早
急
の
工
事
を
め
ざ
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

熊本県教育会館の被災状況概要熊本県教育会館の被災状況概要

熊
本
地
震
で
教
育
会
館
は
「
大
規
模
半
壊
」
の
被
災
認
定

育
児
休
業
者
の
た
め
の
現
場
復
帰
支
援

11月９日（水）　熊本市 火の国ハイツ

お茶しながら、質問や情報交換

●閉会、お子様引き取り16:00～

●お子様預かり13:00～　開会 13:30～

育児休業体験者のお話
ティータイム

南ヶ丘小学校　東教諭

※

今
年
度
の
募
集
は
締
切
っ
て
い
ま

す
。
来
年
度
の
募
集
は
、
平
成
29

年
２
月
に
要
項
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
予
定
で
す
。

『
熊
本
県
小
中
学
校

小
倉
百
人
一
首
か
る
た
競
技
大
会
』

※

「
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
く
ま
も
と
」
の

子
ど
も
の
電
話
相
談
活
動
は
現
在

休
止
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
コ
コ
ロ
と
体
が
軽
く
な
る

会館共済からのお知らせ

教
育
相
談

育児等に関する諸制度の活用について
セミナー１

学校人事課　平井参事講師

共済組合関係について
セミナー２

福利厚生室・公立学校共済組合　柿原主幹講師

カムバックセミナー・次第

今年も
大好評

ヨ
ー
ガ
教
室

　
再
開
し
ま
し
た

ヨ
ー
ガ
教
室

　
再
開
し
ま
し
た

今
年
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

経験者の先生のお話や情報交換で、より具体的
に見通しがもてました。（アンケートより）

いろいろな制度や共済のことが分かってよかっ
た。復帰する際の参考にしたい。（アンケートより）

　みなさんの優しい気持ちから生まれた『会館共済』もおかげさまで32年を迎えました。
　例年は５月～６月に『会館共済』キャンペーンのため学校訪問をさせていただいており
ますが、地震による学校現場への影響を考慮して一旦中止し、改めて６月～７月に一部学
校に訪問させていただきました。学校の皆様には、震災後お忙しい中のご対応ありがとう
ございました。
　今回、お伺いできなかった学校の皆様、推進担当者にお会いできなかった先生方もいらっ
しゃるかと思います。ご相談、ご質問等ございましたら、教育会館までご連絡ください。
　また、『会館共済』医療プラン入院給付金のご請求にあたり、被災された方々への支援を
目的として、入院給付金の特別取扱を実施しております。詳しくは熊本県教育会館までご
連絡ください。
　『会館共済』は今後も先生方の生活保障の柱として最大限ご活用いただけるような制度に
してまいります。また次年度も、第33次キャンペーンで全学校へ訪問させていただく予定
です。ご多忙中のことと存じますが、よろしくお願いいたします。

『会館共済』第32次キャンペーンのお礼とお知らせ

個人保険の団体取扱いのお知らせ

教育会館では、小中学校の教職員の皆様を対象に

太陽生命、かんぽ生命、日本生命の
団体取扱いを行っております。

◆口座振替に比べ、保険料が割安になります。
◆教育会館で取扱う保険の「保険料控除申告用保
険料支払（年間申告額）」を一覧にして10月に
控除証明書と一緒にお届けします。

※控除証明書は一部の保険会社より直送される場合が
あります。

団体取扱いにすると…

（一部対象外となる保険もあります）

復旧工事進捗状況

５階会議室の撤去作業。内部にも足場を組んで
天井等を撤去されました。

５階会議室の撤去作業。
断熱材等のゴミが沢山出ています。

５階会議室入口の壁も
撤去されました。

西側壁に仮囲いで仮の壁ができました。

壁
の
大
き
な
ク
ラ
ッ
ク
に
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
が
注
入
さ
れ
ま
し
た
。

１階から４階まで西側の外壁撤去のために
事務室内に仮囲いをされました。

会館の屋根にブルーシートがかけられています。

足場が組み上がり、ようやく工事
が始まりました。

ロビーのタイルが浮いている箇所に
エポキシ樹脂を注入されました。

一般財団法人熊本県教育会館

親
と
子
と
教
職
員
の

教
育
相
談
室

心も体もリフレッシュ／ヨーガを楽しまれる
先生方や地域の方々

●
相
談
は
無
料
で
す

●
来
室
相
談
も
歓
迎

●
メ
ー
ルsoudansitu@

e-ktu.com

●屋根　半面取替　　

●屋根を支える西側鉄骨改修

●壁最上部（前面、後面）の撤去及び改修

●５階　天井の撤去及び補強、改修

 会議室、給湯室の全面改修

 会議室用パーテーションの全面改修

 空調機器の全面改修

●外壁西全面改修（１～５階、サッシ取替）

●外壁東、南、北面の補修（破損タイルの交換等）

●１～４階室内フロアの内装、破損部分の補修

●屋上 空調室外機の交換・修繕

 高圧変電機の固定、修繕

●消防設備（消火栓・誘導灯当）の修繕、

●会議室用の破損した机・椅子の交換

会議室1 5F 48名 椅子112・机32

会議室2 5F 20名 椅子36・机12

会議室3 5F 20名 椅子36・机12

ホール 5F 88名 椅子184・机56

　平成29年2月より会議室の貸
し出しを再開いたします。（平成
28年11月より受付を始めており
ます。）
　部屋割り・収容人員・設備は、
地震前と変わっておりません。
　ぜひ、ご利用ください。

設備（最大）室名 階 収容人員
（通常）

会議室利用再開案内 平成29年2月より

　
　

熊
本
県
教
育
会
館
３
階

希望される方は、教育会館までお問合わせ下さい。
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